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前
回
、
建
築
物
の
津
波
被
害
の
紹
介
を

し
た
の
で
今
回
は
津
波
避
難
ビ
ル
の
構

造
設
計
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

中
央
防
災
会
議
よ
り
、
2003
年
５
月
に
東

海
地
震
対
策
大
綱
、
12
月
に
東
南
海
・
南

海
地
震
対
策
大
綱
が
出
さ
れ
、
津
波
防
災

に
資
す
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
必
要
性
が

認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

(

財)

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
で
は
、
2004
年
度

の
自
主
研
究
と
し
て
津
波
避
難
ビ
ル
の

構
造
設
計
法
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
検
討
の
最
中
の
2004
年
12
月
に
、

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ
る
イ
ン
ド
洋

大
津
波
の
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
内
閣
府
か
ら
2005
年
６
月
に

「
津
波
避
難
ビ
ル
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
）
が
示
さ
れ
、
そ
の
巻
末
資
料
②
「
構

造
的
要
件
の
基
本
的
考
え
方
」
に(

財)

日

本
建
築
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
検
討
結
果

が
引
用
さ
れ
た
。(

財)

日
本
建
築
セ
ン
タ

ー
で
は
、
さ
ら
に
2005
年
度
に
も
自
主
研
究

を
継
続
し
、
2004
年
度
の
成
果
の
一
部
見
直

し
や
試
設
計
の
実
施
等
を
行
っ
て
い
る
。 

 

2011
年
度
建
築
基
準
整
備
促
進
事
業
40

番
「
津
波
危
険
地
域
に
お
け
る
建
築
基
準

等
の
整
備
に
資
す
る
検
討
」
に
お
け
る
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
と
建
築
研
究

所
の
共
同
研
究
で
は
、
上
記
の
背
景
と
前

回
の
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
会
報
「
楔
」
で
紹

介
し
た
よ
う
な
津
波
被
害
の
形
態
に
よ

る
分
類
を
踏
ま
え
、
津
波
被
害
を
受
け
た

建
築
物
等
の
計
測
浸
水
深
と
建
築
物
の

諸
元
お
よ
び
被
害
状
況
等
に
基
づ
き
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ
た
津
波
避

難
ビ
ル
の
構
造
設
計
法
等
に
つ
い
て
、
そ

の
妥
当
性
の
検
証
お
よ
び
見
直
し
の
必

要
な
項
目
の
抽
出
や
そ
の
内
容
に
関
す

る
検
討
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
成
果
は
、
技
術
的
助
言
（
国
住
指

第
2570
号
、
2011
年
11
月
17
日
）
の
別
添
「
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
に
よ
る
建

築
物
被
害
を
踏
ま
え
た
津
波
避
難
ビ
ル

等
の
構
造
上
の
要
件
に
係
る
暫
定
指
針
」

（
以
下
、
「
暫
定
指
針
」
と
い
う
）
や
、

告
示
（
Ｈ
23
国
交
告
第
1318
号
、
2011
年
12
月

27
日
）
「
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
す
る
際

に
想
定
し
た
津
波
に
対
し
て
安
全
な
構

造
方
法
を
定
め
る
件
」
等
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。 

 

１
．
設
計
方
針
と
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト 

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
巻
末
資
料
②
に

は
、(

財)

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
の
自
主
研

究
の
成
果
に
基
づ
き
「
構
造
的
要
件
の
基

本
的
考
え
方
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
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次
は
、 
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で
あ
り
、
建
築
物
が
想
定
す
る
津
波
荷
重

に
対
し
て
、
倒
壊
、
転
倒
お
よ
び
滑
動
し

な
い
こ
と
を
検
証
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
受
圧
面
（
津
波
波
圧
を
直

接
受
け
る
建
築
物
の
面
）
に
お
け
る
耐
圧

部
材
が
、
水
平
力
に
対
す
る
抵
抗
能
力
や

鉛
直
支
持
能
力
を
失
わ
な
い
よ
う
、
波
圧

に
よ
り
破
壊
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

今
回
の
見
直
し
で
は
、
津
波
避
難
ビ
ル

の
構
造
設
計
の
方
針
と
し
て
上
記
の
考

え
方
は
変
更
せ
ず
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
設
計
に
お
い
て
は
表

１
の
３
項
目
に
関
す
る
検
証
を
行
う
。
ま

た
、
受
圧
面
の
部
材
の
扱
い
は
、
従
来
通

り
耐
圧
部
材
（
津
波
波
圧
を
直
接
受
け
、

破
壊
し
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
部
材
）
と

非
耐
圧
部
材
（
津
波
波
圧
を
直
接
受
け
、

破
壊
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
部
材
）
に
分

類
し
、
耐
圧
部
材
で
は
津
波
波
圧
に
対
し

て
破
壊
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、「
暫
定
指
針
」

に
お
い
て
従
来
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
か

ら
変
更
さ
れ
た
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。 

（1）
設
計
用
浸
水
深
の
設
定
主
体
が
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た 

（2）
一
部
の
用
語
の
定
義
を
明
確
化
し
た
。 

（3）
津
波
波
圧
は
、
従
来
通
り
設
計
用
浸
水

深
の
３
倍
に
相
当
す
る
静
水
圧
を
基
本

と
し
つ
つ
、
津
波
の
勢
い
が
低
減
さ
れ

る
条
件
で
は
津
波
波
圧
も
低
減
で
き
る

こ
と
と
し
、
そ
の
条
件
を
提
示
し
た 

（4）
津
波
波
圧
か
ら
津
波
波
力
を
算
定
す

る
場
合
に
、
開
口
の
存
在
に
よ
っ
て
津

波
波
力
が
低
減
で
き
る
こ
と
を
明
示
し

た
。
た
だ
し
、
内
壁
等
の
影
響
を
考
慮

し
低
減
に
は
下
限
値
を
設
け
た
。 

（5）
ピ
ロ
テ
ィ
の
取
り
扱
い
を
明
確
化
し
、

耐
圧
部
材
を
除
く
ピ
ロ
テ
ィ
部
分
に
は

津
波
波
圧
が
作
用
し
な
い
と
し
て
算
定

で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

（6）
浮
力
を
考
慮
す
る
場
合
は
、
従
来
通
り

浸
水
す
る
建
築
物
容
積
分
の
浮
力
を
考

慮
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
開
口

部
か
ら
の
水
の
流
入
や
、
そ
の
場
合
の

垂
れ
壁
部
分
に
相
当
す
る
空
気
溜
ま
り

の
存
在
な
ど
を
考
慮
し
て
算
定
で
き
る

こ
と
と
し
た
。 

（7）
転
倒
や
滑
動
を
防
ぐ
た
め
の
構
造
計

算
に
お
い
て
、
浮
力
を
考
慮
す
る
こ
と

を
明
示
し
た
。 

（8）
今
後
の
検
討
に
よ
り
不
確
定
条
件
が

明
確
に
な
っ
た
場
合
や
、
実
験
等
に
基

づ
き
津
波
の
局
部
的
な
性
状
が
把
握

さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
別
な
調
査
ま
た

は
研
究
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
津
波

荷
重
を
算
定
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
フ
ル
ー
ド
数
が
1.0
を

十
分
に
下
回
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

場
合
に
は
、
水
深
係
数
と
し
て
1.5
を
採

用
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

（9）
洗
掘
に
対
し
て
、
上
部
構
造
が
傾
斜
し

な
い
こ
と
。 

（10）
漂
流
物
の
衝
突
に
対
し
て
、
構
造
耐
力

上
主
要
な
部
分
の
破
壊
を
防
止
す
る
こ

と
、
も
し
く
は
、
部
分
的
な
損
傷
は
許
容

す
る
が
、
軸
力
支
持
能
力
を
喪
失
し
な
い

こ
と
を
確
か
め
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
構

造
物
が
局
部
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。 

 

２
．
津
波
避
難
ビ
ル
の
構
造
設
計
の
概
要 

 

３
．
津
波
波
圧
の
算
定 

４
．
津
波
波
力
の
算
定 

５
．
浮
力
の
算
定 

６
．
漂
流
物
の
対
処
方
法 

 

３
．
～
６
．
は
省
略
し
ま
す
が
最
後
に
、 
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〇
津
波
避
難
ビ
ル
に
要
求
さ
れ
る
条
件 

東
日
本
大
震
災
で
計
測
さ
れ
た
よ
う

な
浸
水
深
さ
に
対
し
、
今
回
見
直
さ
れ
た

津
波
避
難
ビ
ル
の
構
造
設
計
法
に
よ
る

設
計
で
は
建
築
物
に
ど
の
程
度
の
強
度

や
大
き
さ
が
要
求
さ
れ
る
か
検
討
を
行

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
構
造
計
算
ル
ー
ト
３

（
保
有
水
平
耐
力
設
計
）
と
し
て
設
計
さ

れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
４
階
建

て
の
集
合
住
宅
を
対
象
と
し
て
、
浸
水
深

さ
５
ｍ
、
10
ｍ
、
15
ｍ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
主
に
倒
壊
に
関
す
る
検
討
で
は
あ
る

が
、
浸
水
深
さ
５
ｍ
を
超
え
る
と
通
常
よ

り
も
か
な
り
の
強
度
が
必
要
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
転
倒
、
滑
動
の
要
因
を
考
慮
し

て
検
討
す
る
と
杭
に
は
従
来
の
許
容
応

力
度
計
算
に
よ
る
設
計
に
比
べ
て
相
当

大
き
な
水
平
耐
力
と
引
き
抜
き
抵
抗
力

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
検
討
結
果

か
ら
津
波
避
難
ビ
ル
の
設
計
に
は
上
部

構
造
、
杭
、
基
礎
の
強
度
を
大
き
く
高
め

る
た
め
の
特
別
な
工
夫
を
要
す
る
レ
ベ

ル
が
必
要
と
な
る
。 

 

※
引
用
Ｂ
Ｒ
Ｉ 

Ｈ
23
講
習
会
テ
キ
ス
ト 

 

以
上 

 

 
 

 

 

私
達
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
仕
事
で
頼
ま
れ

る
調
査
書
は
、
裁
判
な
ど
で
争
い
に
な
る

場
合
の
資
料
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
私
達
は
常
に
そ
う
な
る
事
を
想
定
し

て
資
料
を
作
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
瑕
疵

に
対
す
る
判
断
基
準
に
な
る
資
料
が
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
建
物
に
と
っ
て
重
要
な
瑕
疵

で
あ
る
基
礎
の
不
同
沈
下
の
場
合
は
、

“
平
成
12
年
７
月
19
日
建
設
省
告
示
第

1653
号
”
『
住
宅
紛
争
処
理
の
参
考
と
な
る

べ
き
技
術
的
基
準
』
で
は
、
３
／
1000
以
上

６
／
1000
未
満
の
勾
配
の
傾
斜
で
は
瑕
疵

が
存
す
る
可
能
性
が
“
一
定
程
度
存
す

る
。
”
で
、
６
／
1000
以
上
の
勾
配
の
傾
斜

で
は
瑕
疵
が
存
す
る
可
能
性
が
“
高
い
。”

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
測
定
点
の
距

離
が
“
３
ｍ
程
度
以
上
離
れ
て
い
る
も
の

に
限
る
。
”
と
い
う
条
件
が
あ
る
。
６
／
1000

の
場
合
に
３
ｍ
離
れ
て
い
る
間
の
傾
斜

は
18

mm
で
あ
り
、
当
該
基
準
に
よ
る
と
、

そ
れ
以
上
の
傾
斜
で
な
い
と
不
同
沈
下

の
瑕
疵
が
あ
る
と
は
強
く
主
張
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
３
ｍ
で
18

mm
の

傾
斜
と
い
う
の
は
か
な
り
大
き
く
、
そ
れ

よ
り
小
さ
い
値
で
も
、
扉
、
窓
な
ど
の
開

閉
や
室
内
仕
上
げ
に
重
大
な
不
具
合
が

生
じ
る
が
、
そ
の
不
具
合
に
対
す
る
数
値

的
な
基
準
は
な
く
、
視
覚
、
感
覚
に
よ
る

判
断
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
室
内
仕
上
げ
の
瑕
疵
を
追
及
し
認

め
て
貰
っ
て
、
部
分
的
な
補
修
を
す
る
こ

と
に
な
る
が
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
。 

こ
の
技
術
的
基
準
は
『
小
規
模
建
築
物

基
礎
設
計
指
針
（
日
本
建
築
学
会
）
』
に

あ
る
「
小
規
模
建
築
物
の
傾
斜
角
と
変
形

角
の
限
界
値
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
当
指
針
で
は
傾
斜
角
の
下
限
が

４
／
1000
、
標
準
が
６
／
1000
～
８
／
1000
と

な
っ
て
お
り
、
下
限
と
は
「
一
部
（
概
ね

２
割
程
度
）
の
建
物
で
著
し
い
不
具
合
が

生
ず
る
レ
ベ
ル
」
、
標
準
と
は
「
多
く
の

（
５
割
を
超
え
る
程
度
）
の
建
物
で
著
し

い
不
具
合
が
生
ず
る
レ
ベ
ル
」
で
あ
る
。 

い
ず
れ
も
施
主
に
は
厳
し
く
施
工
業

者
に
は
甘
い
基
準
（
私
感
）
で
あ
り
、
裁

判
に
持
ち
込
む
の
は
施
主
に
と
っ
て
は

不
利
に
な
る
事
が
多
く
、
私
は
出
来
る
だ

け
話
し
合
い
で
解
決
す
る
よ
う
に
、
依
頼

者
に
は
勧
め
る
の
で
あ
る
が
、
お
互
い
に

感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
う
と
裁
判
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。 

裁
判
に
な
っ
た
場
合
は
、
建
築
に
詳
し

い
弁
護
士
が
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
度
々

裁
判
の
内
容
で
不
明
な
点
を
依
頼
者
や

弁
護
士
か
ら
相
談
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が

前
述
し
た
よ
う
に
、
瑕
疵
の
基
準
の
資
料

が
少
な
く
、
学
会
基
準
等
を
探
す
の
だ
が

余
り
無
い
の
が
実
情
で
あ
る
。 

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の

会
で
、
瑕
疵
に
対
す
る
基
準
書
に
詳
し
い

会
員
を
集
め
て
、
研
究
会
の
よ
う
な
部
会

を
つ
く
り
、
不
同
沈
下
、
基
礎
や
仕
上
げ

材
の
ひ
び
割
れ
そ
の
他
種
々
の
瑕
疵
に

対
す
る
基
準
書
の
一
覧
表
を
、
『
建
築
Ｇ

メ
ン
の
会
・
瑕
疵
判
定
基
準
書
』
と
し
て

作
成
し
て
頂
き
た
い
と
切
に
希
望
し
ま

す
。 

  
 
 
 
 

 

  

建
築
Ｇ
メ
ン
便
り 

瑕
疵
判
定
の
基
準
書
に
つ
い
て 

文
責 

正
会
員 

吉
永
敬
三 

 
 

〔
一
級
建
築
士 

建
築
Ｇ
メ
ン
〕 
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『
偽
一
級
建
築
士
４
人
』 

 
国
土
交
通
省
発
表 

一
級
建
築
士
の
免
許
偽
造
が
相
次
い

で
発
覚
し
て
い
る
問
題
で
、
国
土
交
通
省

は
、
平
成
26
年
３
月
28
日
に
３
名
、
平
成

26
年
９
月
12
日
に
１
名
の
、
一
級
建
築
士

と
偽
っ
て
い
た
４
人
を
公
表
し
た
。 

 

い
ま
だ
に
免
許
の
偽
造
が
横
行
し
て

い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。 

 

『
一
級
建
築
士
の
懲
戒
処
分
26
名
』 

 

国
土
交
通
省
発
表 

国
土
交
通
省
は
、
平
成
26
年
８
月
22
日

に
19
名
、
平
成
26
年
９
月
４
日
に
７
名
の

一
級
建
築
士
の
懲
戒
処
分
を
公
表
し
た
。

懲
戒
処
分
の
内
容
は
、
戒
告
19
名
、
業
務

停
止
６
か
月
～
１
か
月
が
７
名
で
あ
る
。

処
分
の
事
由
は
、
建
築
士
事
務
所
に
在
籍

し
て
い
る
の
に
指
定
定
期
講
習
を
受
講

し
て
い
な
い
こ
と
、
確
認
申
請
の
交
付
を

受
け
ず
に
工
事
を
し
た
こ
と
、
建
築
士
事

務
所
の
更
新
手
続
き
を
せ
ず
に
業
務
を

継
続
し
て
い
た
こ
と
、
基
準
法
に
適
合
し

な
い
設
計
を
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。 

建
築
士
と
し
て
、
基
本
的
な
こ
と
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
為
に
処
分
さ
れ
て
お

り
、
我
々
も
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

『
広
島
の
土
砂
崩
れ
・
備
え
る
歴
史
学
』 

朝
日
新
聞
2014
年
９
月
13
日
付
け 

日
本
は
地
球
上
で
最
も
土
壌
侵
食=

土

砂
の
動
き
が
激
し
い
所
の
一
つ
で
あ
る
。

先
月
広
島
市
安
佐
南
区
八
木
な
ど
で
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
。 

「
あ
の
広
島
の
土
砂
崩
れ
現
場
の
古

文
書
を
見
直
し
て
お
き
た
い
」
と
の
思
い

で
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
で
、
八
木
地

区
に
関
す
る
古
い
記
録
を
探
し
た
。
八
木

が
広
島
市
に
合
併
さ
れ
る
前
の
自
治
体

史
『
左
東
町
史
』
に
は
、
「
本
町
の
扇
状

地
は
、
背
後
に
急
斜
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

幾
度
も
の
土
石
流
が
重
な
っ
て
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
角
ば
っ
た
巨
礫
を

多
く
含
み
、
斜
面
の
途
中
に
突
き
出
た
段

丘
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
土
石
流
の
原

形
と
い
え
る
。
緩
斜
面
は
、
現
在
県
営
住

宅
を
中
心
と
し
た
宅
地
化
が
進
み
、
平
坦

化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」
。
そ
う

書
い
て
あ
り
、
住
宅
地
に
あ
り
あ
り
と 

 

残
る
土
石
流
あ
と
の
竹
や
ぶ
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

土
石
流
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
物
が
残
っ

て
い
る
す
ぐ
脇
に
、
県
営
住
宅
な
ど
の
団

地
を
建
設
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
地
元
の

町
史
に
は
、
は
っ
き
り
書
い
て
あ
っ
た
。

八
木
地
区
の
団
地
造
成
は
、
1937
年
に
三
菱

重
工
広
島
製
作
所
の
従
業
員
団
地
の
造

成
を
相
談
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
は
じ
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
高
度
成
長
期
に
は
、
グ
リ

コ
や
雪
印
の
牛
乳
工
場
の
誘
致
と
あ
い

ま
っ
て
、
団
地
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。 

こ
の
時
代
の
日
本
人
は
技
術
と
経
済
成

長
の
信
者
で
あ
っ
た
。
自
然
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
と
、
人
間
の
優
位
を
驚
く
ほ

ど
に
信
じ
た
。
土
砂
崩
れ
に
し
ろ
、
原
発

事
故
に
し
ろ
、
こ
の
時
代
の
思
想
の
ツ
ケ

を
後
代
の
我
々
は
、
い
ま
払
っ
て
い
る
。

（
記
事
抜
粋
） 

今
回
の
災
害
地
は
災
害
の
恐
れ
が
あ

る
地
域
だ
っ
た
。
だ
が
住
民
の
多
く
は
知

ら
な
か
っ
た
。
我
々
が
住
居
を
構
え
る
時

に
、
環
境
や
利
便
性
に
は
目
を
向
け
る
が
、

そ
の
土
地
の
歴
史
ま
で
考
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
過
去
の
大
津
波
や
土
砂

災
害
の
記
録
は
多
く
の
古
文
書
に
残
さ

れ
て
お
り
、
改
め
て
昔
の
教
訓
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以
上 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

東
京
グ
ル
ー
プ
に
よ
る 

建
築
無
料
相
談
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
４
年
10
月
25
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き

ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線
「
大
井
町
駅
」 

 
 
 
 
 
 
 

▽
入
場
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
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～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

今
年
の
夏
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と

思
わ
れ
る
天
候
不
順
で
、
各
地
で
集
中
豪

雨
が
発
生
し
た
。
雨
の
降
り
方
も
尋
常
で

な
く
短
時
間
大
雨
警
報
が
頻
繁
に
発
せ

ら
れ
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
が
頻
発

し
た
。
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

知
ら
さ
れ
、
日
頃
の
、
災
害
に
備
え
た
対

策
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。 

（
Ｋ
・
Ｔ
） 

（ 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
よ
り 

 
  

文
責 

常
任
理
事 

髙
木
幸
一 


